
新約聖書ギリシア語語彙研究

（1）

土岐健治
　以下は，『言語文化』23（1986年）所載の拙論rl　Cor3＝19のπαレωργ‘αについて」に

続く，新約聖書のギリシァ語語彙研究の一環をなす研究ノートである。

1　ルカ福音書1：48のταπε妙ωσ確

　ルカ1：48の5τ‘ぎπ‘βえεψεッ♂π～τウリταπε‘レωσωτ於δ06初gα玩oδのταπε‘レωσ‘g（以

下τ・と略記）は，これまでr卑しさ，卑賎な状態」という意味であるとされてきた（1）。Ba－

uer－Alandはτ．の語義としてEmiedrigung，DemOtigung，Niedrigkeit，Kastdungを挙げて，

ルカ1＝48はNiedrigkeitの用例としており（他の辞典類も同様），比較的最近の，言語的に

厳密な註解書でも“lowliness，humb里e　station”（J・A・Fitzmyer（AB，1981）），“humble　sta亡e”

（1，H，Marshall（1978）），“Niedrlgkeit”（H．SchUmann（1969））のように説明（翻訳）され

ている。筆者はrセプテユアギンタ（70人訳聖書）」（以下LXXと略記）及ぴ旧約聖書偽典

におけるこの語の用例の検討に基づき，いささか異なる意味の可能性を提出しうると考える者

である。特に，ルヵ1章とLXXとの内容言語両面にわたる密接な関係に照らして，LXXの

語法が重要な意味を有する。

　このギリシア語はLXXに36回現われるが（2），その内，①ヘプル語との対応関係が明瞭な

ものが21例，②MT（ヘブル語本文）に対応しないもの及びヘプル語との対応関係がはっき

りしないものが15例である。

　①の21例中17例がヘブル語『3”（‘。ni）に対応している。このヘブル語はr苦しみ，悩

み，苦難」という意味であり（3），対応するτ。も同じ意味で用いられている（4）。①の残る4例

に対応するヘブル語は以下のごとくである。（1）エズラ（LXX2Es）9：5n、”n（ta‘anith）

（FohrerニKasteiung，BussUbung7morti丘cation，penancelT＝self－amiction）1（2）詩89：3

（MT90：3）N⇒、（dakka’）（Fohrer＝Staub；T＝dustorcontrltion）1（3）詩135＝23（MT

136：23）ラ9砂（shephe1）（Fohrer＝Niedr量gkeitlT＝degradation）1（4）イザヤ53＝8「Xン

（‘6tser）（Fohrer＝Verschlossenheit，BedrUckungl　T＝closedness，oppression）。以上，①の内，

r卑賎」に近いのは，（3）詩135：23のみである。

②については一義的に定め難い揚合も多いが，サム上9＝16，サム下16：12，箴言16＝19，

「ベン・シラ」2＝5は（1）r苦難，苦悩，苦境」，r1マカベァ」3：51はr苦悩」ないしr悲嘆」，
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「ユディト」6：19，7：32，13＝20は外国軍に包囲され風前の灯となった状態，即ち（2）「苦

境，窮状」，詩21（MT22）：22も，一角獣の前に置かれた人間の「苦境，窮状」（「3マカベ

ア」2：12もおそらく（2）），rベン・シラ」214は（3）rみじめな境遇」r逆境」，同11＝12

は（3）ないしは「逆境の苦しみ」，同20＝11はおそらく（4）r低い身分」，という意味であ

ると考えられる。イザヤ40；2はMTのBコX（ts且bha’）（Fohrer＝Fmndienst　l　T＝term　of

seτvice　l　r口」＝r服役の期」，r共」ロr苦役の時」）と並行しており・LXXがこのヘブル語

をr卑賎」と言いかえた可能性も否定できないが，他の用例に照らして・（1）（2）ないし（3）

の可能性が高い。エレミヤ2：24（MTのr月」と並行）はおそらく（2）ないし（3）であろう。

　以上のLXXの全般的な観察に加えて，ルヵ1：48との関連で重要なのは，①の例である

サムエル上1＝11である。ルヵ1章とサム上1章，ルヵ1：46－56のrマリアの賛歌」とサ

ム上2：1－10のrハンナの賛歌」との密接な関連を考慮すれば，ルカ1＝48がサム上1＝11

の♂πごβ艇πωりεπごβ驚ψη9款～τ加ταπε旬ωσ‘Vτヲgδ06ληgσ0ひによることは明瞭である。こ

のτ．もヘブル語、甥に対応しており，r苦しみ，悩み，苦悩，苦難」という意味である（ウ

ノレガタ＝adflictio）（5）。

　最後に，旧約聖書偽典に目を転ずると，τ．は，r12族長の遺訓」（TRub6＝10，TJud19：

2，TDan5＝13，TGad5＝3，TJos　lo：2，TBen19＝7）及ぴrソ・モンの詩篇」3：8では，

（1）r謙遜，へり下り」という意味で，rヨセフとアセナテ」では，（2）「峨悔の苦行」ないし

r断食」（10317，11＝2，11：17．CL2Es（MT　Ez）9：5），（3）r苦境」（11：6）・「苦境」な

いしr苦悩」（11：12，13：1），さらに15：3では（1）ないし（3）の意味で・用いられてい

る。rソ・モンの詩篇」2：35のτ．はr卑賎」という意味かもしれないが，εえε？σα‘δ‘躍αωレ

飲δταπεご画σεωg凌μαρτωλ06は直訳すると，r罪人のr卑賎」から義人を憐れむ」というい

ささか奇妙な文であり，失われているヘブル語原文との関係も含めて，このτ，の意味は正確

に定め難い（6）。

　以上より，ルカ1：48のταπε1遡σごgはr苦しみ，悩み，苦悩」という意味である可能性

が極めて高いが，旧約聖書偽典の用例に照らすとr謙遜，へり下り」という意味の可能性も

（マリアの賛歌全体の主要主題に照らしても）考慮すぺきであろう。これに対して・r卑賎」

という意味の可能性は，極めて低い。

註

1，日本聖書協会系邦訳は，r元」＝rその使女（つかひめ）の卑微（いやしき）をも」，r文」

　＝rその脾女（はしため）の卑しきをも」，r口」胃rこの卑しい女をさえ」，r共」＝r身分

　の低い，このはしためにも」。中国語訳は，r官」ロr他顧念使女卑微」，rBC」＝r蓋其顧

其脾之卑微」，r代」＝r其顧碑之卑微」，「モ」＝r蓋其顧其僕之卑庭」「四」＝r以其垂顧

　碑之微」。これら邦訳と中国語訳との関係については，r翻訳史」参照。

2．どの写本の読みを採るかによって数は変わるが，ここではゲッチンゲン版LXX（Rahlfs

　の机上版を含む）の本文に採用されているものに限った。

3，Fohrer＝Leiden，Elend，Mnhe，M廿hsal　l　Koehler－Baumgartner＝Elend，gedr廿ckte　Lage，

　poverty，a田ictiQn・

4．ヘブル語、ユyのLXXにおける訳語としては，他にπτ吸ε‘α（10回）」廊ωσ‘g（3回），
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θλ2ψ‘g（1回），δδo功（1回），πε〆α（1回），、ユゾ、ぬ＝伽θεりε29（1回）が用いられてい

る（ギリシァ語との対応がはっきりしないものもある）。この内πτ畷εεαは，経外典を除く

とLXXに13回現われる。

5・TDNT皿6fLはLXXにおける、”とτ・の密接な関係に言及しながら（p．6），
τ．について論ずる際にはこの関係を全く忘れたかのごとくである（pp．10f）。

6。R　B。Wright（in　Charlesworth）は“to　have　mercy　on　the　righteous（keeping　him）

from　the　humiliation　of　the　sinner”と訳す。

　Denis－Janssensによれぱ，以上の他に偽典中ではrアブラハムの遺訓」7章に1度現われ

るが・これは通常原本に近いものとして翻訳定本に選ぱれるA（長い）版ではなく，B（短

い）版の本文であり，ここでは取り上げない。偽典にっいてはDenis－Janssens及ぴCharles－

worthを参照した。なおrヨセフとアセナテ」は，教文館版r聖書外典偽典」の邦訳とは使

用底本が異なる。

IIルカ福音書11：8の凌ツα‘δ8‘α

　ルカ11＝5丘は，しぱしぱr熱心に祈れ」という教えを語っているものと理解され，引き

合いに出される。しかし。11：5－9のたとえ話の中には，パンの必要な人が友人にr熱心に」

頼んだことは全く記されていない。8節の邦訳rしきりに願うので」（「口」。r共」ロrしつよ

うに頼めぱ」）のみがr熱心さ」を語っており，9節以下を見ても，r求めよ……尋ねよ……門

をたたけ」とはあっても，どこでもr熱心に」とは言われていない。8節のrしきりに願う」

に当たるギリシア語伽αぞδεごα（以下α・と略記）はr恥知らず」r厚顔無恥」r破廉恥」r無礼」

r冷酷，無慈悲」（LS／＝shamelessness．例外的にunforgivingnessの用例あり）といった意

味のことぱであり，この語をr熱心さ」やrしっこさ」のような意味に用いた例は皆無である。

ホメ・ス，ソポクレス，ッキディデス，プラトンなどにおいて，上記の意味で用いられており，

紀元後1世紀のユダヤ入歴史家ヨセフスにおける全10例も同様である（1）。LXXの用例はrベ

ン・シラ」25：22（δρrシ躍α～凌レα‘δ創ακα～α2σκ」レημε76えη17ひレシ♂凌レδπqoρη7ガτφdレδρ～

⑳吻9）のみであるが，ここではα・は，妻に養われる夫のr恥知らず」ないしr不面目，恥

辱」，あるいは夫を養う妻の「傲岸不遜さ」（ウルガタはinreverentia）を表現している。

　ウルガタはルカ11＝8のα．をimprobitasと訳している。このラテン語には「厚かましさ，

図々しさ」という意味もあるが，普通はむしろr邪悪」「不正」r不正直」といった意味で用い

られる（2）。古ラテン語訳聖書の中にはimportunit＆sと訳しているものもあるが（3），これは

「無思慮配慮の無さ，無情さ，無礼，横柄，でしゃぱり」といった意味のことぱで，いずれ

にせよr熱心さ」という意昧の二とばではないが（り，ただr相手に対する配慮を欠いたり，相

手が自分のことをどう思っているかを全く顧みない，行動（要求）」はこのラテン語の語義の

中に含まれ得る。

　このたとえの中心は，パンを求める人ではなくて家の中で寝ていた人の方にあり，「恥知ら

ずの故に」によって示されているのは家の中の人の態度である，と説明する者もある（5）。そ

の場合r恥知らずの故に」はr他人から恥知らずと思われると困るので」という意味となり，

たとえのポイントは，人間同士でもこれくらいの親切はする一もっともそれは「見栄」や
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r世間体」を気にしてのことかもしれないが一まして神は人間の願いを聞いて下さるに違い

ない，という点にあることになる。この解釈はいちがいに退けられないが，難点は・δ‘aτ珈

dレαぎδε‘αレをr恥知らずと思われると困るので」という意味に理解することは，文法的に不可

能ではないにしても，不自然であり，いささか疑問に思われることである（6）。やはりこのギリ

シァ語表現は，「恥知らずの故に」あるいはむしろr恥知らずを通して」と解して，深夜にバ

ンを求める人の態度を語っていると考える方が，自然であろう。

　たとえの設定は，ある人が，人々の寝静まった真夜中にパンを求めて隣人の家の戸を叩くの

であり，これは古代中近東においても非常識なr恥知らずな・図々しい」行為であったと言い

得るであろう。「熱心さ」を描きたいならば，他に適切な揚面設定や字句があるはずで，ここ

ではパンを求める男の恥知らずな，度を越えた厚かましさが言われているのである。

　最後に，「口」やr共」の由来を探るぺく，聖書翻訳史を概観してみたい。

　英訳聖書では，α。をティンダル（1526年）がimportunityと訳して以来，この英訳語は

AV（Authorised　Version1611年）及びRV（Revised　Version1881年）を経てRSV（Re－

vised　Sandard　Version1952年）にまで引き継がれている。カルヴァンとカルヴァンの影響下

にあると思われ，るフランス語訳（7）もimportun量t6と訳している。これら英仏語訳は，上記の

古ラテン語訳、import皿itasによるものと思われるが，英語importunityと仏語importunit6

はrうるさくする（頼む）こと，しっこいこと（要求）」という意味である（8）。これら英・仏

語では，上記のようなimportunitasの派生的な意味r相手に対する配慮を欠いた態度，行動」

がとりわけr懇請，要求」と（排他的にではないが）結合している。っまり，「恥知らず」（ギ

リシア語）がr相手に対す配慮を欠いた（図々しい）態度，行動」（ラテン語）をへて「しつ

こく頼むこと」（英・仏語）へと転化したのである（これがr口」やr共」にっながることは

明瞭であろう）（9）。

　これに対して，「ルター訳」は，1522年（初）版から1877年版までは（それ以降1964年以

前については未確認）um　seines　unverschamten　Geilens［恥知らずに熱望するので］（1531

年のチューリッヒ聖書も同じ），1964年及ぴ1984年改訳はum　seines　unverschamten　Drangen

［恥知らずに迫る（強要する）ので］と，r恥知らず」ということぱを正しく保ち続けている

　（もっとも，ここでもr熱望」やr強迫，強要」が加わることによってrしっこさ」という意

昧に理解される可能性が加わっている）。英仏訳と比較した際のルター訳の正確さは・ルター

が多くを負っているエラスムスのラテン語訳impudentia［恥知らず］によるところが大きい

と思われる（10）。ヨー・ッパの代表的な現代語訳聖書は，いずれもr厚顔無恥」「恥知らず」と

いった意昧のことばを的確に用いている。［英］NEB：sha皿elessnessl［仏］La　Bible　de　J6－

rusalem：impudence（11）1［独］Die　Bibehn　heutigem　Deutsch＝Unverschamtheit。

　最後に，邦訳聖書の系譜をたどると，r文」＝r求めの切なるにより」・r元」コrひたすら

請うが故に」。中国語訳聖書は（12），①r官」＝r終必因他不住的懇求」，②rBC」＝「以華切

迫」，③r代」＝r以其迫切」，④rモ」＝r蕨多催故」，⑤r四」＝r為其煩数」（13）。以上よ

　り，r元」とr文」が，中国語訳聖書の影響下に，おそらくimportunity（import皿it6）とい

　う英（仏）訳聖書の伝統をも参照しつつ（或いは，ルター訳も上記のようにrしつこさ」とい

　うニュアンスで理解され，参照されたかもしれない）生まれたことはほぽ確実である。和漢両
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訳の関係のより一層の厳密化，中国語訳聖書の流れとその由来の調査にっいては，今後の課題

としたい。

註

L同根の形容詞あα‘δ加についても同様。フィ・ンの用例はめα‘δ加（rモーセの生涯』1

　130＝r最も恥知らずな動物すなわち犬と蝿」）の1例のみ。参考までに，旧約聖書偽典では

　α・は1回（Sib4＝36），めα‘δウ9はrシビュラの託宣」（11回）とr12族畏の遺訓」（2回）

　に計13回現われ，いずれも上記の意味である。

2・ウルガタではimprobitasはここのみだが，improbusは3回（Ps14：4；Sir13：131Bar

　恥15），いずれも明瞭に悪い意味で否定的に用いられている。

3・Thθ1〉θωT85’α卿βπ∫伽Gγθθ々III－1（Oxfor（1：Clarendon，1984）　による。

4．ウルガタにはimportunitasは現われないが，importunusは2回（Sir22：612Th3＝2），

　いずれも明瞭に悪い意昧で否定的に用いられている。

5。1．H、Marshal1夕ThβGo5ρβ」〔ゾL嬬8（Exeter，1978），4671Cf，J。Jeremias，ThβPαγの」θs

　qズ／β5％s　（scM，1966）ラ118，

6．さらにのα‘δε‘砂の後のα凸τoδはr寝ている人」よりはrバンを求める人」を指すとと

　る方が自然である。Cf・J・A・Fitzmyer，（AB）ad　loc・

7，Corpus　Refomatorum85＝Calvini　Opera571Louis　Segond，LαSα初’8B弼θ，後者に

　ついては，r翻訳史」57と関連註参照。Segond訳では，importunit6は1回しか現われない

　が，importunerは3回（Luc8＝49，11＝7，18＝5）現われ，いずれもr煩わせる，面倒（や

　つかい）をかける」という意味で，AVはこれらをすぺてtroubleと訳している。importu－

　nityは（同根語も含めて）AVではhapax　legomenonである。

8。OEP（2ed、，1989）はtroublesome　pertinacity　in　solicitatian（1460－1875）の意味の

　importunityの用例としてティンダル訳のこの個所を挙げる。S．Johnsonの辞典（1755）

　ではimporもunity＝incessant　solicitation，Webster（1828）ではimportunity＝pressing

　solicitation　l　urgent　request　l　application　for　a　claim　or　favor，which　is　urge〔1with　trou－

　blesome　frequency　or　pertinacity・L8（｝瓶π4θRoδ8”（1985）はVieilliとしてaction，

　fait　d’importuner，sollicitation　pressante，pri壱re　instanteという語義を示す。Littr6もほ

　ぽ同じ。r新英和大辞典』（研究社）及び，r仏和大辞典』（白水社）をも参照。後者はrじゃ

　ま（迷惑）なこと」という語義も示す。

9・英語のimportunityやフランス語のimportunit6の語義が，15－17世紀から現代に至る

　迄の間に変わってきた可能性も考慰すべきかもしれない。また，importunitasが15－17世

　紀にimportunityやimportunit6に置き変えられた際に生じた意味のずれについても，さ

　らに厳密に検討しなければならないが，そのためには当時の羅・英・仏語の語法の総合的な

調査が必要であり，今後の課題としたい。参考までに，んLθれ60ηφ翫Tho臓5オg％fη婿

　by　R　J・Deferrari　and　M・1・Barryによれば，importunitas皿solici亡ude，uneasiness　of　mi－

nd　l　importunus＝importune，inoPPortme，untimelyl1万o’∫o筋碗γβ加伽一Fyα解碗ε48s。4％’β一

％γβ5Ch76漉π3par　A・Blaiseによれ’ぱ，importunitas＝importunit6，ennui，d6faut　de　ceux

　qu孟agissent　a　contre－temps　l　importunus＝nuisible　a，inoPPor加n。

10・imPudentia＝shamelessness，eHrontery，impudence，immodesty。ルター訳新約聖書は，

　エラスムス校訂のギリシア語新約聖書に印刷されたギリシア語本文よりはむしろその右側に

並べて印刷されていたエラスムスによるラテン語新訳及ぴ巻末の詳細な註釈によるところが
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大きい。この点については，H∫’o’5幼硲h∫10雛郷Jqf刃γ’3朋4S6卿08に近く公表予定の

拙論参照。

11．前註参照。ちなみに，La　Bible　de　J6rusalemはimportmit6とimportunは一度も用

　いないが，importunerのみは5回（Dt24＝512Ro2＝171Pr6：31Luc18：51Act24：4）

　用いている。

12．中国語訳聖書のうち①②③はr元」の（おそらくr文」の，そして部分的にr口」の）訳

　出に際して参照され，その訳文に影響を与えている。この点も含めて，中国語訳聖書の歴史

　とその日本語訳聖書への影響にっいては，r翻訳史」参照。

13．参考までに，中国語訳聖書の読み下しないしは大意を以下に記す（これにっいては漢文・

　中国語・中国文学専門の複数の同僚その他の方々の教えを受けた）。①rついに彼が繰り返

　し（たえまなく）求めるので」，②rその，せつに（しきりに）せまるをもって」，③rその

　せまることせっなるをもって」（②③は，頼む人の態度の切羽詰まった様子を表現している）・

　④rそのおおくうながすをもって」，⑤漢文訓読としてはrその煩わすことしばしばなるを

　もって」となるが，中国語文の意味としては「煩わす」というよりはむしろ，「それが繰り

　返され（頻繁であっ）たために」と解される。

III　δッひπ6‘ρ‘τ09

　ぬ瞬命ρπog（以下αレ・と略記）は，新約聖書において6回用いられており，脅凌πη（ロマ

12＝9，Hコリ6：6），φ‘えαδελφ‘α（1ペテロ1：22），π1στ‘9（1テモテ1：5，Hテモテ1：5），

σoφ1α（ヤコプ3：17），と結びついており，「偽りのない」「偽善のないj「誠実な」「真実な」

といった意味であるとされている（1）。

　αレ、は，r（劇の中で俳優として）何かの役を演ずる」r（一般的に）役割を演ずる」r（偽って）

ふりをする」という意味のδπ侃ρ勧μα‘から派生した形容詞の頭に，否定の接頭辞をっけた

形容詞であり，二とばの成立ちに照らして上記の意味は当然のように見える。しかしながら，

このギリシァ語には，LXXの2例以外には明確に新約聖書以前の古代ギリシァ語文献の用例

がなく，L5∫では，用例として，LXXと新約聖書以外には，誤ってパレ・ンのデメトリォ

スの名の下に伝えられた，著者不明の『文体論』194が挙げられているのみである（2）。そこで，

以下，この『文体論』とLXXの用例を検討する。

　r文体論』の正確な年代は不詳であるが，紀元前1世紀から後1世紀頃の作品と考えられて

おり（3），年代的には新約聖書に近い可能性が高い。その用例は，標題のとおり文体を論ずる，

以下のような文脈の中に現われる。“ぎδεξ6μッ，ぎ縦τoレ，δ耀ρ‘φω，φ∫λε・”という文章は引き締

まった，演劇に用いるにふさわしい文体で（δπ硫ρ‘τ‘慮6り）あるが，これら3つの動詞の間に

κα～を挿入すると，訴えるカのとぼしい（数αθ加ないしdπ翻ε‘α）ものとなり・そのような

文章はαッ．＝r演劇には向かない」，というのである。

　LXXにおけるαン，の用例は，「ソロモンの知恵」5：18と18：16である。rソロモンの

知恵」の5章は，神が義人を守るぺく，不敬慶な者不義な者たちを相手に戦う際に用いる，さ

まざまな武器を列挙する中で，「激しい怒り」をr剣」とし，「聖さ」をr楯」とし，r正義」

を「胸当てとして身にまとい」（4），rαり。な裁きをかぶととしてかぶる」（5＝18περ‘θウσεταご
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慮6ρひθακ〆σゆdレoπ6κρ‘τoレ）と記すのである。このαり．について，r偽りのない，見せかけで

ない」という意味の可能性は否定できないが，文脈からはむしろ，r決して取り消されること

のない，峻厳な，断固とした，確固たる意志に基づいた」というような意味にとるぺきであろ

う（5）。

　もう一っの用例に目を転ずると，rソ・モンの知恵」18章は，神がイスラエル民族を救うた

めにエジプト人と戦った時のことを回顧し，神のことば（・ゴス）が敵を決して容赦しない厳

しい兵士（戦士）として地上へ下ったと記し，それに続いて，その神のことばは神の「αり，な

命令（指示）」を鋭い剣として身に帯ぴていた（ξ‘φogδξδτ肋凌レ∂π6κρ6τ0レ戯τα7加σ0ひφ6一

ρωり），と記すのである。ここでもαレ・は，前例同様，r偽りのない，見せかけでない」という

よりはむしろ，r決して取り消す事のない，断固たる，峻厳な，確固たる意志に基づいた」と

いった意味であると考えられる（5）。

　rソ・モンの知恵」と新約聖書諸文書との密接な関係は広く認められており，後者による前

者の直接的使用（利用）は，パゥ・の揚合も含めて，証明は困難であるが，その可能性は極め

て高いと考えられている（6）。そこで，以上に検討した用例に照らして，たとえば，ロマ書12＝

9にr愛はαレ・である（或いは，であれ）」とある場合に，r愛は偽りなきものである（あれ）」

という意味であるかもしれないが，むしろ，r峻厳な，確固たる意志に基づいたものであり，

断固として行なわれるぺきものである」と言ったニュァンスが込められている可能性は高く，

少なくとも，伝統的なr偽りのない」「真実な」という意味に一義的に限定することは適切で

はない。

註
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2，フィ・ン『創世記問答』（9uaestiones　et　Solutiones　in　Genesin）III29のProcopiusに
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δごκα‘oσ6レηg）では，rソ・モンの知恵」5：18との類似が顕著である。エペソ書はパウ・の

ものではないとする説が有力であるが，パウ・の真性の書簡と考えられている書簡の中にも

　rソ・モンの知恵」の影響がうかがわれ，例えば第一テサ・ニケ518のr信仰と希望の胸

当と，救いの希望というかぶととを，身につけ」や，同5：2－3は，rソ・モンの知恵」18：

14以下の影響を受けている可能性が高い。後述及ぴ，註6参照。

5．以下に，主要な近代語訳におけるrソ・モンの知恵」5：18と18：16の該当部分を紹介
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widerruβichen　Befehl／Charles（Holmes）（1913）＝judgement　mfeigned　l　thine　unfeigned

command／RSV（1952）：impartlal　justice　l　thy　authentic　command／NEB（1961）＝the　he－

1met　Qf　doom　inflexible　l　the　sharp　sword　of　thy　inHexible　decree／Helmut　Lampartner
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「usalem（3ed◎1973）：un　jugement　sans　feinte；ton　i「「6vocable　d6cret／Die　Bible　in　he－
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　r正しい裁き」l　r取り消しえないあなたの命令」ノr関根正雄訳」（講談社版＝教文館版）

　r偽りなき裁き」汀容赦せぬ命令」1「共」r偽りのない裁き」汀取り消しのきかないあな

たの命令」。参考までにウルガタでは（Sap・5＝19）judicium　certum；（18＝16）insimulatum
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